
緒言

東京地1茎に飼育される溌鄭こみられた内科病を,本学付

属家帯病院における疾病統計から種類分けナると,寄生

虫,丙は糸勺24%を占めて才δリ重要な疾患、である.おそらく

東京以外の地城においてもこの尖態はさほど異なるもの

ではないと思われろ.ーカ,本邦の猫に寄生する寄生出

のなかには,日本血住吸虫,肝吸虫,肺吸虫,マンソン

製頭条虫,顎口虫などのビとく人竒共通感染症として重

要な極類があり,疫学上からもゆろがせにできない.

本邦の猫に寄生ナる蛾虫についての訓査報告は多くあ

ろが,東京地区に飼吉される猫に隈定して行つた調査凱

告は九い,ただし,東京地区に飼吉される猫が羽査対象

の一部として含まれた朋査は,栃井らa966)の僕垪ミ・関

西からの猫についての報告と,田中らa971)の東京と近

県からの猫を対象とした報告,の2つがある.しかし,

この2報告から東京地区の猫における寄生虫感染の実態

を把纏ナることは1村延である.

薯老らは東〕掛也区の猯iに寄生する蛾虫感染の尖態を知

るべく調笠を行0て来た.そのうち,糸状虫の湖査成繊

にっいては,既に邦告した(大石ら,1973),今國は糸状

虫以外の蛾虫について寄生の突態を報告tる.

1)検出寄生虫の種類と寄生率,寄生数

検出された虫価はヤンソン裂頭条虫(DUゾリ,U0厶om・

1・hリh el・i財da.0.1苗条虫(T"eπia tαι井iaιf01リリi",瓜実

条虫(DUハ,h'dhi"j aulh1訂川)の条虫 3種と,猫回虫

(r02'or'1」'ιl rdh'),必J虫(A11'J'10工10"1n $1^.) P/0,sal・

0,k,・a つ,・aeAがid1ム'の線虫 3種,合訓'6種類であつた.

これら検出虫の嵜生率の順位は瓜実条出50,0%,猫回虫

38.2%,鉤虫30.9%,猫条虫13.2%,マンソン裂頭条虫

10、3%,胃虫4.4%の順であつた(Tablel D.

1頭当りの寄生数は Ta、1e 1 のビとくである,

やンソン裂頭条虫は最少1匹から最多48匹,平均79

匹であり,1頭当り寄生数の座数分布は1~2匹が86

48匹が14%であつた.96,

猫条虫は最少1匹から最多四匹,平均6匹であり,1

頭当り寄生数の座数分布は 1~5匹が7フ%, U匹と29匹

が各六11%であつた,

瓜笑条虫は最少1匹から最多691匹,平均H4.1匹であ

つた.1頭当り箸生数を座数分布からみると2つに分か

れる, 1つは諦%を占めろ1~38匹の比較的少数寄生で

あり,他の1うは41%を占める76~691匹の多数寄生で

あろ.少数寄生のなかでは1~10匹が30%の多くを占

め,多数寄生のなかでば152~691匹の極めて多数寄生が

29%と袖澤1を占めていた.

猫回虫は最少1匹から最多22匹,平均5.4匹であり,

1頭当り寄生数の度数分布は1~ 7匹が67%,12~15匹

力地6%,21~22匹力1896であつた.

鉤虫は最少 1匹から最多13匹,平均4.9匹であり,1

頭当り寄生数の座数分布は 1 ~ 9匹が85%,12~13匹が

15%であつた

寄生猫をⅡ添重寄生と遅合嵜生によつて区分ナると,

48.2%が単種寄生で51.8%が2種から4郁までの混合寄

調査方法

調査猫は東京都府中市とその近郊で伺肖された生後2

力月から15歳までの68頭であ0た.年齢W師戈は 1歳以下

が26頑, 1嚴以上が42頭であり,性別は雌41頭,雄幻頭

であつた.寄生状態の弔節的変化を知る同的から1力年

冊部1査を行ったが,内訳は赤~夏(4~9河)44頭,秋~冬

(10~3刃)24頭であつた.

翻査猶iは全て工ーテル吸人によつて殺処分した後,適

ちに剖検を行ない,循環揣,呼吸器,消化器,泌尿器,

胸・股腔の各臓器について寄生虫の有無を詳細に検査し

た.なお,腸管内寄生虫の検査を容易にするため一剖検

調査成績
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生であつた.これらを出現率の高い順にみろと単種寄生

48.2%,2種寄生30.4%,3種寄生16.1%,4種嵜生

5.3%の順であつた.各々の群にみられた虫種の組合せ

と出現率は Table 2 のビとくである.

2)猫の年齢と寄生率,寄生数との関係

猫を1歳以下と以上とに分け,検出虫種ごとに寄生率

と寄生数について両岩を比較すると T北1.3 のごとく

であろ.

マンソン裂頭条虫は1歳以上の猫のみにみられた.

猫条虫は1歳以上の猫に多い.1歳以下の猫には少な
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く1歳以上の猫の約1んであつた.また, 1歳以下では貞

齢の進ノνだものからのみ検出した.

瓜実条虫は両者に差はないが,寄生をみた1歳以下の

猫の84%は月齢の進ノνだものであつた.

猫回虫は両老に差はないが,妊娠あるいは分娩後1力

月以内の猫では那.3%主高率に寄生力電忍められた.

釣虫は1歳以上の猫に多い.1歳以下の猫では少なく

1歳以上の猫のV0であつた.

P.,即ψ川m1台は1歳以上の猫と刈齢の進んだ猫の

みにみられた.
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猫の午齢上寄生数との開係は,猫回虫のみが1歳以下

の猫に多数寄生ナる傾向が認められたが,他の菰には1

歳以下の猫と1歳以上の猫の間に差は認められなか0

た,

3)猫の性別による寄生率と寄生数

寄生率が工亨事に認められた瓜尖条虫,猫回虫,鉤虫の

3樋にっいて,猫の性別と寄生率,寄生数との関係をみ

ろと T北le4 のごとくである.寄生率はい十れの極に

郭いてし性刎による差はないが,寄生数では猫回虫は雄

に多く,釣虫は雌に多い傾向がみられた.瓜尖条虫には

差はみられなかうた.

4)季節による寄生率と寄生数

寄生が高率に認められた爪実条虫,勤回虫,鉤虫の3

種にういて,春~夏(4~9門)と秋~冬(10~3月)の季節

によろ寄生率と寄生数を比鞍した成績は丁able5 のビ

七くである,猫回虫には寄生率,寄生数北に秋~冬に輕
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座に商い傾向力二みられたが,他の2種には両季節に差は
なかうた,

5)検出虫の性比

猫回虫は26頭から'汁148匹が検出され,性比は雄1

雌1.6であった,鉤虫は21頭から劉95匹が検出され性比

は雄 1.雌1.5であった.1'.,π.ψh力'ah'S は3頭から討'

61匹が検出され性比は雄1.雌2.2であった.以上のご

とく3虫種とも:二雌虫が多い恢向にあつたが,特に P.

,,・ωルhd16 は雌が雌の約2倍であつた.
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Ⅲ1'1,郵J虫である(安i輩・小堀,1962 ;福井ら,1966 ;

生山,19釦;稲臣・ホ村,1955;磯部ら,19郭;近藤

'う,1969 ;武藤,1920 ;岡部ら,1953 ;高小ら,1965 ;

団中ら,1971;豊田,19露;山LI.1953).東京地1三の

伝げ醐こ寄生する蛎虫については,諏査がないので詳しく

は知り得ず,各地の調査成績からおおよその傾向を推察

すろにすぎない.

著者らは東京地区の猫について寄生虫感染の尖態を知

るべく關査してきた.すでに糸状出については犬糸状虫

が6.4%に認められ,他種糸状虫は発見されなかつたこ

とを報告した.今回の報告は糸状虫を除く蛾虫の寄生の

尖態である.

薯者らが検出した寄生虫はマンソン製頭条虫,猫条

虫,瓜突条虫の条虫3種七,猫1回虫,郵1虫,タ.,,'α0

,"h'"1iS の線虫 3種,計'6稙であり(Tab!e l , P.P,'ae・

,hh"h'を除いた他の樋類はいずれも本邦における既知

極であつた.この6和寄生虫の寄生率から,東京地区の

猫にみられる主要蟠虫は両虫を除く5種であることが知

られる,また,この5種寄生山は本邦に広く認められる

主要寄生虫でもある

今回の闘査では月f吸虫,'11elago"h井"S S,,,,1t、・gi・

dio,sis s""1"116,11Cicro,hJ.e$3,,.を検出い与なか0

たカミ,肝吸虫,横川吸虫,,五則つ嚇og0甜0"NωISP.は他

の地区では近年においても検出されており重要な寄生虫

種である(福井ら,1966 ;生山,1960 ;近藤ら,1969 ;

高山ら,1965;田中ら,1971).東京地区の猫からこれ

ら吸出が検出されないのは,市街化によつて中問宿主で

あろ淡永魚を捕食する機会が極めて少ないためと思われ

^

0.

今1可の調査で東京地区の猫に82.406の高率になんらか

の寄生虫を認、めたが,この寄生率は他の報告と大差が九

い.既報のなかから剖検によつて調査した上記主要寄生

虫5種の寄生率をあげると Table6 のビとくである

還れらの成菰と薯者らの成鞍とは調査集団の条件が異な

るが,寄生率の傾向を知る目的で比鞁ナると,茗者らの

成績はマンソン裂頭条虫と猫条虫では低く,爪実条虫七

鉤虫では商く,猫回虫では大差がない.

東京地区の猫にマンソン裂頭条虫の寄生が低いのは,

市街化により中制宿主である両棲類などの捕食の機会が

少ないためであろう.

猫条虫の中問宿主であるネズミの猫条虫の褒虫(0・ナ

五仙・α6 f紺d01ωゾ0 の寄生芽訂ま東京の住家佳ネズミに

商率であり〔64.796.林ら(1950); 34.300.柘りta964

他の地区と差はない,にもかかわらず東京地区の猪i'二寄

生率が比敕的低いのは,猫がネズミを柿食する機会が少

なくなったことを意味ナろものとも郡解L得よう.

猫から検出される回虫に猫回出(T0え'0α爪ι卯10,犬

回虫(T.ιa"io,犬小回虫(T02'α$C'U'61ι,onhkl)の 3

種があるが,本邦の猫からは猫回虫と犬小回虫の2種が

知られていろ.本邦の猫に最も広くか0高率にみられろ

極類は前者であり,後老の寄生は極めて少なく,5%の

寄生率を記載した ok那hiand U50ia967)の靴告があ

るにナぎない.薯者らが今回26頭から採集した託H8匹

はすべて猪i回虫であり,犬回虫,犬小回虫は検出され永

かつた,

チ苗から検出さ才τる金寸虫の用重生頁に A"r、、,10qo"1α h゛ム"ー
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j01・JJN,71と'可虫(.'1."'1,1i,N゛"1),フ'弓ジル郵1虫("1' bl'd・
之ilieh.忙),セイロン"矼虫(A.αつ,ノ'uliιhlN),1央頭劃1虫

(υ,1'・hl'U・i" Vιn0α少hd1α)の 5 樋あるカニ,このうち本手Π

に存在が様猛忍されている秘類は A. h●aι/0則ル,火鉤

虫,セイロン鉤虫の3種である.猫から検出される鉤虫

極は BioC山(1954)が猫の鉤虫を A. hd加プ1"'"ル七し

て命佑すろまでは犬鉤虫と祠一七老えられており,犬

系,猫系として処匿されてきた.本邦においても野田

a952)が猫にみられる郵1虫を A、i0πgeψk'"ムUm"とし

て捉案した報告以外は,」950年代までの報告は犬鉤虫と

して記載されてきたもの上努えられろ.ゆえに従来の報

告は再検討の要があろ七誘える.近年の報告では oko・
5hi and Murata (1966)は猫からの鉤虫は 63%が A

hψ仙ゾω・nル,37%が犬鈎虫であった七し,福井ら(1966)

は寄生率17.796に Aπ0,10,ヅ0リ1a 、ψ.を,田中ら(197D

は寄生j叔Ⅱ、4%に A. h'0"'ゾ0,'"M を記j鞭している.著

者らが21頭から得た95匹の鉤虫は米だ極の同定を終えて

い九いので"b孔),10"0川"り,.七して記載した.セイロ

ン鉤虫は本邦では未だ猫から報告されていないが,奄美

群島,沖繩にはその存在力二明らかであり(横川・謝献,

]961;吉田・岡本,1972),今後寄生例が発見されろも

の上思われる.

近年本邦の猫にW虫の寄生が知られているが極類は不

明であった(串田ら,1965 ;大越・論り非,1963 ;田中ら,

197D,今同薯者らが検1.n した胃虫は 1リリ・、Ⅷ101ν'1",,'a'

ψ川加m であろことが確認きれすでに報告した(大お・

久米.197;D.

猫にみられる寄生虫の小樋寄生と2鞭以上の澀台寄

生の災態を剛らかにした報告は少ない(ci0女1ね a以1

〕0"es,1951.i;田小ら,197D .田小ら a97D は単種寄生,

38%,混合寄生(2~5,動63%を記城していろ.芽者らの

成績は5孫寄生のないのを除きその尖態は田巾らの成縦

上ほぽ同様であつた

獄の年齢と寄生との開係に0いて猫回虫は成獄に比し

幼猫に寄生率が高いとの毅告をみろが(福卦・ら,1966;

、viⅡiams and Nlenniれg,1961),÷井者らの成轟11ネ寄生

率には年齢挫を認め十,寄生数は1歳以下の猫に多い成

萩を得た,鉤虫の寄生率は成猫に闘いとの報告をみろが

(棚井ら,1966 ;、vi1ⅡamS 如d NICη"i"g,1961),薯考

らの1抄績も脈H漬であつた.薯判'らは 1'. iザdψhh'"hS 寄

生を 1歳以_しの猪iと村齢の進んだ猫に認めたが,四.

1リιル/Nui"hS は1111羽1何主がコオロギ,ゴキフ'りなどであ

ることから(petri a以I Ameel,195の,これら昆虫を捕

食すう能力の低い幼猫には寄生がないものと考える.マ

ンソン裂頭条虫と猫条虫は,机こ成猫に寄生が多いが,中

問衞主が前者は両拠類を主とし,後者はネズミであるこ

とから幼猫はこれらの中問宿主を捕食すろ機会が少ない

ためと老えろ.

猫の性別による寄生率にっいて榧゛1心(1966)は何れの

寄生虫も性によろ感罫¥挙の差はないと報告しているが、

著者らの成績からも性による差を見出し得なかつた.

季節によろ寄生率の変動にっいて著者らは猫回虫が秋

~冬に高掌となる傾向をみたが,豊田a俳8)は夏から秋

に1事督であ0たど報告している.

結論

東京地Ⅸの錨68頭について剖検により寄生蛎虫の凋査

を行った.何等かの寄生を認めた猫は全頭数の82.4%を

占めた.検出された虫郁と寄生率はマンソン裂頭条虫

(Di,hJ・/i0厶01/υ・hリN eJ・i""wi) 10,396,1五ヤ条!Ⅱ(r'hリN"ι

idcNi"ι/0」・"1i.0 13.996,価'夛ι^IE (Dil)).iiイiⅡ"1 'イυli・

Nh"1) 50.09ι,猫回虫(1'0、τ0ι'al、ααリi) 38.296,"い'

り,10SIOJJI'1 SP.30,996,1ツリ,5α/0,1ιリ'",r"',1加li"11S 4.4
06であつた.

寄生猫のうぢIH極寄生は48.2%,2f垂寄生30'4%,3

稲寄生16.196,4 樋寄生5.3%であり,2郁以上の;鳧介

寄生が計51.8%を占めていた.

寄生率七年齢との開係を1歳以下の猫七1歳以上の猫

に分けて比鞁すろ上,マンソン裂頭条虫,猫条虫,鉤虫

は1歳以上の猫に高く,猫1回虫には差がなかつた

寄生率の季節変動をみろと猫回出は秋~冬に唾塵に商

い傾向がみうれた.他の種でば両岩に差はなかつた.

猫の性別による寄生率には鉤虫,猫回山.瓜実条虫共

:こ^1士1」:カ、イ)ナニ.
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ISAMU OISHI AXD SEUI KUME

De1αrbπeJu of A1ιdiιhle aπd Pα1'asit010gJ,, sdlo01 0f Vιtι1'hla1コ' Aledk
T0ιJ,0 し',jiT・ι1・sio・ 0/ Ag,'iι1'1'ιU'e aπd Teι1リ1010gJ', T0ι)'0, Ja,dπ

A sutvey of helminth parasite5 elcept 61aria1 肌'OTms 、、'as made by post、Tnortem examlnι1、
tion of 68 Cats, in Tokyo.

(D Helmint11 Parasites 、、,ete found in l03% for Di,1り,1ι0厶0ιノ1rhuN eJ'i11α"i,13.290 for
7hι,1id i'1ιリU'aιfof"1is,509ι fot Di,J,hdi川ル Ca"hn",38.296 for TO;τ0ιnl'a ιαii,309川 for A,ι'
ιJ'1。SI。Ⅱla l,.,4.496 for P1ιSdl01,ier",rne,訂liali$. signi6Cant dHkre"ce 、va5 recognized between
tbe age of cats and tbe infection Tates o( D.ι1'i"aCι1, T.ιι1ιIU'0ιf01'"1is and A"ι)'10sto"1α$,・
N。 remarkoble change 、vas ob5erved about the 5ea50nal auctuation of infection rate in D・ aul'
i/N'リ1 and Ahり,10stωNa s,'.

(2) A11t11e cats in{ected weTe perasitized; 48,2% wi【11 0ne specie5,:10.4% wit11 いVO
Species、 16.1% with t11ree species,皐Tld 5396 With fout 5Pecies. Fifty いν0 川 ol catS 11ar orec
more t11a" two species of lYorms,

(3) No signi丘Cant diHeTence between the infection rate nnd t1祀託X of C丑t5 、vas obserY'
e(1 for D.ιa"i,1α"ι, r.ιιlii a11d A,1CJ'10$ι01"a s,

(4) The tatio of male and female o「 T.ιali, ANι丁io'io"」α 31). and lj.声J'αι,"1ialis
1:1.5.1:16 and l :2'2 re5PectiYely

(5) No trematode was recoYeTed.

^Cre


